
実　績

目　標

目　標

事業期間中の
成果目標

成果目標（指標）

進捗状況

H30年度 R1年度 R2年度 R3年度 R4年度

基本計画の策定完了

実　績 完了

目　標
基本計画の
作成完了

実　績

実　績

目　標

目　標

事業期間中の
活動目標

活動目標（指標）

達成状況

H30年度 R1年度 R2年度 R3年度 R4年度

実　績 完了

基本計画の策定
（事業候補地選定、事業手法及び事業収支等
の検討）

目　標
基本計画の

作成

実　績

94.9%

うち
交付金充当額

6,460 6,460

執行状況の説明
契約残（3千円）及び不用額（432千円）が生じた。不用額については年度内に変更契約を行った。事業計画通
りに遂行した。

事業期間中
の予算額
・執行額

【単位:千円】

H30年度 R1年度 R2年度 R3年度 合計

Ｂ．執行済額 8,076 8,076

Ａ．予算現額 8,512 8,512

執行率（％）(B/A) 94.9% #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0!

事業内容
　平成29年度実施の「宜野湾市情報通信産業振興施設PFI基本構想・事業手法検討調査業務」の結果をふまえ、既存の情報通
信産業振興施設と連携するための新たな情報通信産業振興施設の基本計画の検討を行う。

実施方法 □ 直接実施 ■ 委託 □ 補助 □ 負担 □ その他（　　）

市町村名 宜野湾市

沖縄振興特別推進交付金事業（市町村分）検証シート　【後年度発現事業】

事業名 宜野湾市情報通信産業振興施設計画策定事業 沖縄２１世紀ビジョン
基本計画該当箇所

平成 年度 沖縄振興基本方針 Ⅲ－１－（２）
30 30 該当箇所

担当部課名 市民経済部 産業政策課
事業実施
年度

平成 ～

第３章－３－（３）－（ア）

情報通信関連産業の立地促進



今後の取り組み方針（関連・同種事業へのフィードバック等）

【R1年度】
・整備事業開始時期への影響が懸念される場合、または他の用地の事業実施可能性が出てきた場合は、必要に応じて事業用地の再検討を行い、施設
整備を推進する。また公募条件等の見直しを要す際は、事業者へのヒアリングを再度実施し、事業にかかるコストや収益性等の事業採算性を再検討し
た上で行う。

【R　年度】
・

【　年度】
・

【R１年度】
・事業候補用地の既存施設の事業廃止、建替え・解体はスケジュール通りに
進んでおり、本事業への影響は現時点では出ていない。

【R1年度】
・事業着手までに期間を要すことから、外部環境の変化による事業への影
響も想定し、他の事業候補地の可能性の検討等、用地確保に向けた取組
の強化を要す。

【R　年度】
・

【R　年度】
・

【　年度】
・

【　年度】
・

状
況
説
明

【R１年度】
・事業候補用地にある既存施設の事業廃止、建物の建替えに係る整備スケジュール等の把握に努め、用地確保に向けた各調整を行っ
た。

【　　年度】
・

【　年度】
・

【完了後】事業効果等の確認
（施設利用状況、効果発現状況、外部環境の変化等）

【完了後】改善措置等の検討
（事業効果の更なる向上等）

実　績

目　標

事業完了後の取り組み

事
業
完
了
後
の
成
果
目
標

成果目標（指標） 達成／進捗状況

□ 中期にわたる事業効果 R1年度 R2年度 R3年度 R４年度

整備事業に
着手

実　績

R6年度
■ 後年度に発現する事業効果 目標/発現年度

【R6年度成果目標】本事業の検討結果を踏まえ、事業候
補地における施設整備関連事業に着手する。

目　標



実　績

目　標

実　績

目　標

実　績
整備実施
完了

目　標 整備実施

事業期間中の
成果目標

成果目標（指標）

進捗状況

H30年度 R1年度 R2年度 R3年度 R4年度

ブルペンと内野練習場の整備完了

実　績

目　標

実　績

目　標

実　績 整備実施

屋内ブルペンと内野練習場の整備

目　標 整備実施

執行状況の説明 事業計画通りに執行を行い、ブルペンと内野練習場の整備完了。

事業期間中の
活動目標

活動目標（指標）

達成状況

H30年度 R1年度 R年度 R3年度 R4年度

執行率（％）(B/A) 100.0% #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! 100.0%

うち
交付金充当額

19,916 19,916

Ｂ．執行済額 24,896 24,896

Ａ．予算現額 24,896 24,896

負担 □ その他（　　）

事業期間中
の予算額
・執行額

【単位:千円】

H30年度 R1年度 R2年度 R3年度 合計

事業内容
ブルペンと内野練習場を整備し、継続して合宿を受け入れる体制を確保することで、プロ野球キャンプの実施及びスポーツ合宿の
実施増加につなげる。

実施方法 ■ 直接実施 □ 委託 □ 補助 □

平成 年度 沖縄振興基本方針 Ⅲ－１－（１）
30 30 該当箇所

担当部課名 建設部 施設管理課
事業実施
年度

平成 ～

市町村名 宜野湾市

沖縄振興特別推進交付金事業（市町村分）検証シート　【後年度発現事業】

事業名 ベイスターズキャンプ支援事業 沖縄２１世紀ビジョン 第３章－３－（２）－（ア）

基本計画該当箇所 国際的な沖縄観光ブランドの確立



今後の取り組み方針（関連・同種事業へのフィードバック等）

【R1年度】
・プロ野球のみならず、社会人野球の合宿等でも利用が増えるよう、野球関連施設の情報発信を行い、認知度向上を図る。

【　年度】
・

【　年度】
・

【R1年度】
・プロ野球キャンプについて、施設整備により今後も毎年実施されることが期待され
る。
・スポーツ合宿誘致について、認知度がまだ低いことが原因と思われる。

【R1年度】
・野球関連施設の認知度向上などに努める必要がある。

【　年度】
・

【　年度】
・

【　年度】
・

【　年度】
・

状
況
説
明

【R1年度】
・プロ野球キャンプは１件実施となり、目標を達成している。
・スポーツ合宿誘致は１件実施となり、目標を下回っている。

【　年度】
・

【　年度】
・

【完了後】事業効果等の確認
（施設利用状況、効果発現状況、外部環境の変化等）

【完了後】改善措置等の検討
（事業効果の更なる向上等）

３件

実　績 １件 １件

②スポーツ合宿誘致件数

目　標 ３件

１件

実　績 １件 １件

R1年度
■ 後年度に発現する事業効果 目標/発現年度

①プロ野球キャンプ実施件数

目　標 １件

事業完了後の取り組み

事
業
完
了
後
の
成
果
目
標

成果目標（指標） 達成／進捗状況

□ 中期にわたる事業効果 R1年度 R2年度 R3年度 R4年度



実　績

目　標

実　績

目　標

実　績 完了

目　標
基礎調査の
完了

事業期間中の
成果目標

成果目標（指標）

進捗状況

H30年度 R1年度 R2年度 R3年度 R4年度

基礎調査の完了

実　績

目　標

実　績

目　標

実　績 完了

基礎調査の完了

目　標
基礎調査の
完了

執行状況の説明 計画的な執行に努め業務を遂行した

事業期間中の
活動目標

活動目標（指標）

達成状況

H30年度 R1年度 R2年度 R3年度 R4年度

執行率（％）(B/A) 100.0% #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! 100.0%

うち
交付金充当額

6,938 6,938

Ｂ．執行済額 8,673 8,673

Ａ．予算現額 8,673 8,673

負担 □ その他（　　）

事業期間中
の予算額
・執行額

【単位:千円】

H30年度 R1年度 R2年度 R3年度 合計

事業内容
沖縄の抱える様々な特殊事情（軍用地接収）により、本市の都市構造は市街化が歪んだ形で進展し、不健全な都市構造にならざ
るを得なかった。普天間飛行場など返還跡地も含めた本市全体の土地利用の基本方針、交通施設、公園緑地の配置方針や市街
地の整備方針、自然環境の保全等を定めるための基礎調査を行う。

実施方法 □ 直接実施 ■ 委託 □ 補助 □

平成 年度 沖縄振興基本方針 Ⅲ－８
30 30 該当箇所

担当部課名 建設部 都市計画課
事業実施
年度

平成 ～

市町村名 宜野湾市

沖縄振興特別推進交付金事業（市町村分）検証シート　【後年度発現事業】

事業名 宜野湾市都市構造基礎調査事業 沖縄２１世紀ビジョン 第５章－３－（２）－エ

基本計画該当箇所 駐留軍用地跡地利用の推進



今後の取り組み方針（関連・同種事業へのフィードバック等）

【R2年度】
・基礎調査の成果を踏まえ、普天間飛行場の返還等も見据えた本市の将来都市構造に基づき、土地利用の方針など分野別方針を策定し、施策の策定
につなげる

【　年度】
・

【　年度】
・

【R1年度】
・基礎調査の成果を踏まえ、普天間飛行場の返還等も見据えた本市の将来
都市構造等を検討した

【R1年度】
・これまでの検討内容を踏まえ、R２における施策の策定につなげていく必
要がある

【　年度】
・

【　年度】
・

【　年度】
・

【　年度】
・

状
況
説
明

【R1年度】
・基礎調査の成果を踏まえ、普天間飛行場の返還等も見据えた本市の将来都市構造等を検討した

【　年度】
・

【　年度】
・

【完了後】事業効果等の確認
（施設利用状況、効果発現状況、外部環境の変化等）

【完了後】改善措置等の検討
（事業効果の更なる向上等）

実　績

目　標

施策の実施

実　績 実施

R3年度
■ 後年度に発現する事業効果 目標/発現年度

基礎調査結果を基に策定した各分野での計画にて設定
した指標を目標とした、各種施策を実施する。

目　標 施策の検討 施策の策定 施策の実施

事業完了後の取り組み

事
業
完
了
後
の
成
果
目
標

成果目標（指標） 達成／進捗状況

□ 中期にわたる事業効果 R1年度 R2年度 R3年度



実　績

目　標

実　績

目　標

実　績 完了

目　標
基本計画の
作成完了

事業期間中の
成果目標

成果目標（指標）

進捗状況

H30年度 R1年度 R2年度 R3年度 R4年度

産業振興計画の策定完了

実　績

目　標

実　績

目　標

実　績 完了

産業振興計画の策定

目　標 計画の作成

執行状況の説明 契約残（▲966千円）が生じたため、年度内に補正した。事業計画通りに遂行した。

事業期間中の
活動目標

活動目標（指標）

達成状況

H30年度 R1年度 R2年度 R3年度 R4年度

執行率（％）(B/A) 100.0% #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! 100.0%

うち
交付金充当額

7,180 7,180

Ｂ．執行済額 8,975 8,975

Ａ．予算現額 8,975 8,975

負担 □ その他（　　）

事業期間中
の予算額
・執行額

【単位:千円】

H30年度 R1年度 R2年度 R3年度 合計

事業内容 平成26年度から平成30年度までの宜野湾市産業振興計画の効果等をふまえ、次の5年間の新たな産業振興計画を策定する。

実施方法 □ 直接実施 ■ 委託 □ 補助 □

平成 年度 沖縄振興基本方針 Ⅲ－１、２
30 30 該当箇所

担当部課名 市民経済部 産業政策課
事業実施
年度

平成 ～

市町村名 宜野湾市

沖縄振興特別推進交付金事業（市町村分）検証シート　【後年度発現事業】

事業名 宜野湾市産業振興計画策定事業 沖縄２１世紀ビジョン 第3章－３

基本計画該当箇所 希望と活力にあふれる豊かな島を目指して



今後の取り組み方針（関連・同種事業へのフィードバック等）

【R1年度】
・本計画の進行管理組織である「宜野湾市産業振興計画推進協議会」において、各施策の取り組みについて進行を管理し、必要に応じた取り組みの
見直しについても検討しながら、5年後の各指標の達成に向けて、継続して取り組む。

【　年度】
・

【　年度】
・

【R1年度】
・事業全体では設定する目標値を概ね達成している。
・年度末より感染症の影響が出始めており、次年度以降の事業実施や達成
率に影響を及ぼすことが懸念される。

【R1年度】
・事業全体では設定する目標値を概ね達成しているものの、事業毎の達
成状況にはばらつきがあるため、細かな事業検証を要する。

【　年度】
・

【　年度】
・

【　年度】
・

【　年度】
・

状
況
説
明

【R1年度】
・計画中で定める各施策（事業）を実施した。
・各施策ごとに設定する指標（目標値）の5年後の達成に向けて、単年度（R1）指標を設定、その達成状況について協議会に報告し、進捗
管理を行った。

【　年度】
・

【　年度】
・

【完了後】事業効果等の確認
（施設利用状況、効果発現状況、外部環境の変化等）

【完了後】改善措置等の検討
（事業効果の更なる向上等）

実　績

目　標

100.0%

実　績 85.8%

R5年度
■ 後年度に発現する事業効果 目標/発現年度

計画中に定める各指標の年度毎の達成率

目　標 100.0% 100.0% 100.0% 100.0%

事業完了後の取り組み

事
業
完
了
後
の
成
果
目
標

成果目標（指標） 達成／進捗状況

□ 中期にわたる事業効果 R1年度 R2年度 R3年度 R4年度


